第24回　施設処遇検討会議　議事録

H19.9.24　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・秋山S.G.M・山田・原・山口・三浦・小坂・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・清水S.G.M・小松・佐々木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：馬渡

議題

１：村上　元道　様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：田中　宏明　様　（青明舎利用者様）の処遇について

３：吉田　キクエ　様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：村上　元道　様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症 

　＜問題点＞

　　　①金銭管理について

　　　　　　　　介入方法→・本人は2年で退所したいという希望が強いが、本人と相談し、現在は退所期限については2年と明確に決めず、「職親利用などし、作業に慣れることにより生活が安定した後」と話し合いを行う。

・本人が職親利用を目標としている為、利用前の実習などに集中して取り組むことが困難であるが、行う理由と課題を明確にし、実習後に振り返りを行うことで課題に対する行動修正を図る。

　　　　　　　　　　　　　→職親正式利用しなかった場合の退所についても検討。

・青明舎と連携し、アルバイト作業、職親見学・体験実習など行い、就労への意欲の向上と理解を図る。「継続性」に課題がある為、長期間での実習も検討する。また、その肯定を通じて自己評価に加え、外部からの評価も行い、本人の評価できる点と課題点を見つけていく。また、その際は本人のストレスが過度とならない様に課題点の数量などを調整する。

　　　　　　　　　　　　　⇒現在「青春・朱夏」と連携し、法人内落ち葉掃き作業を行うことを調整中。10月初旬に開始予定。

・焦燥感や対人交流の乱れにより怠薬や断薬に繋がる危険性もあり、就労訓練中も面談などを継続的に行い、確認・助言する。

・青山荘での生活においては「他者に対して強く批判する」「時間を守れない」など基本的なマナー面（対人交流が主）において課題が多く見られる。課題点を抽出し、普段の生活時から留意して頂く。

　　②女性との交際について

　　　　　　　　介入方法→・相手女性の体調についてデイケアに確認をとって頂き、常時把握する体制を整える。

・本人に対しては面談を通し、現在の生活を振り返り、交際をどの様に行えば良いかを考慮して頂く。

・デイケアとの連絡調整を行い、相手女性の了承を得て今回の経緯を本人にも伝え、その上で今後の交際について検討・決定する。

　　　③余暇の過ごし方について（金銭管理方法）

介入方法→・毎月始めに「先月の収支」「今月の予算」を本人にまとめて頂き、留意点を確認する。金銭支出要綱をより具体的に組み立てることや退所後の生活を想定した予算の組み立てを行う。本人は「生活保護費内で間に合っているから」と認識し、課題点を認識できない様子であるが、職員全員で同様の対応をし、本人に課題があることを認識・考慮して頂く。
・平日の生活リズムと起床時間など活動時間が全く異なる為、生活リズムの乱れが生じてしまうことを確認し、外出時間についても検討する。
・青明舎など福祉機関と相談し、退所後も継続して収支の確認を行える環境を構築していく。

・運転免許や原付バイクなど所持したいという欲求もあり、高額な品や生活に無関係な支出に関しては突発的に購入せず、職員に相談する様に伝える。

＜評価＞

就労訓練については、9月下旬に「青春・朱夏」と連携し法人の落ち葉掃きを行う事を検討中であったが、本人が9月21日にデイケアの自主活動で卓球を行った際に左足を捻ってしまい、左足親指骨部にヒビが入っている事が分かる。そのことも考えた上で、落ち葉掃きの時期なども検討する。本人は面談を行うと良い考えを持ちやる気を出すが、数日経つとやる気が無くなってしまう為、本人が就労についてどう考えているのかを明確にした上で、目標を立て現実検討を行う。

女性との交際については、青山荘への電話回数が多い為、本人の生活リズムに影響があることも考えられる為、相手女性との話し合いを行うことが必要である。

余暇の過ごし方について本人は生活保護内で金銭管理は行えているが、平日の生活リズムと異なる為、女性問題と関係付けて現実検討を行う必要がある。

２：田中　宏明　様　（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症・発達障害

　＜問題点＞

　　　①就労について

介入方法→・段階事ごとに積み重ね、現在できること・できないことを明確にする。

・作業技能、体力の向上を実感し、自信をつける。

· 相談しやすい環境を作る。

· 作業に慣れてきたら日数・時間を増やしていき、最終的には週5日、9：30～16：00の6時間30分（休憩時間含む）通えるようにする。

· ハローワーク登録（将来を見据え登録を行う）

＜評価＞

　現在手帳申請中であり、障害者年金も申請中であり平成20年8月が障害認定日である。本人の現在の能力を考えた上で、幸房に通いながら本人の出来ることについて検討する。本人の希望により次々と提案することも良いが、本人との面談や幸房での様子など現在の状況や能力を見た上で、本人の能力を引き出し今出来ることをしてもらい自信を持つような支援を行う。今後の就労に繋げるためにも幸房で自分の作業を行う前の準備や、掃除、一緒に作業を行う人とのコミュニケーションなども就労支援であると考えられる為、本人と面談を行うとともに段階を踏んで支援を行う必要がある。

３：吉田　キクエ　様　（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

　　　①保護者との家族関係の調整

介入方法→・定期的な面談、面会（お盆、正月）を働きかけていく。

　　　　　　　　　　・青風荘たよりで本人の状況をお知らせする。

　　　　　　　　　　　　　・長年の空白がある為、本人との面会時にはスムーズに行えるようスタッフも介入していく。

②難聴傾向にある

介入方法→・本人へ向け、大きな声でゆっくりと話す。

　　　　　　　　　　　・大切な内容のお知らせ時は紙に書いて説明する。

・場合によっては補聴器の検討をする。

＜評価＞

　H18年7月5日に本人青風荘入所満期時を迎えた際に妹と本人の長男が来荘されるがその際も本人とは面会していない。処遇面接後長男が保護者になっているが、家族面談のお知らせを出すものの、面談や連絡が来ない状態である。長男と本人は40年以上会っていない為に、本人にとっては母親だと思っていないのではないか。妹様の方から長男様に連絡を取ってもらい、1度来てもらい面談を設け本人と5分でも10分でも会ってもらうようにするとともに、お盆や正月の定期的な面談や面会に繋げるように支援する。難聴傾向にある為に本人に大きな声でゆっくりと話しているが、大切な内容は紙に書いて説明している為場合によっては補聴器の使用も検討する。
